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関
係
、
一
般
、
行
政
視
察

の
合
計
）
人
気
ぶ
り
。

大
規
模
自
然
災
害

へ
の
備
え
万
全

　

東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
建
物
耐
震

性
を
建
築
基
準
法
の
１
・

25
倍
以
上
に
設
定
。
非
常

用
電
源
（
焼
却
炉
１
炉
分
）

の
働
き
に
よ
り
、
ご
み
さ

え
あ
れ
ば
発
電
機
の
働
き

で
同
施
設
と
隣
接
施
設
は

稼
働
継
続
で
き
る
。
さ
ら

に
近
年
相
次
ぐ
局
地
的
豪

雨
を
に
ら
み
、
搬
入
用
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
か
さ
上

げ
す
る
な
ど
浸
水
対
策
も

万
全
だ
。

　

設
計
と
施
工
は
三
菱
重

工
環
境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
東
北
支
店
と
佐

藤
工
業
東
北
支
店
（
と
も

に
仙
台
市
）
、
地
元
の
古

落
ち
葉
を
燃
料
や
肥
料
な
ど
に
し
て
き

た
。
廃
棄
物
を
電
力
に
変
え
る
先
端
技
術

は
〝
現
代
版
居
久
根
〟
と
言
え
る
の
で
は
。

有
機
的
な
世
界
農
業
遺
産
と
、
無
機
質
な

近
代
的
施
設
は
真
逆
の
印
象
。
こ
の
二
つ

の
要
素
を
『
大
崎
耕
土
』
で
融
合
さ
せ
る

こ
と
で
大
き
な
意
義
が
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
し
て
国
が
進
め
る
『
循
環
型
社
会
と
低

炭
素
社
会
の
実
現
』
の
目
標
に
も
近
づ
く
」

　

−

施
設
外
観
と
内
装
は
大
崎
広
域
圏

（
大
崎
市
、
色
麻
町
、
加
美
町
、
涌
谷
町
、

美
里
町
）に
ま
た
が
る
世
界
農
業
遺
産「
大

崎
耕
土
」
が
モ
チ
ー
フ
。

　

「
地
域
に
『
大
崎
耕
土
』
の
誇
り
を
根

付
か
せ
、
次
世
代
教
育
の
き
っ
か
け
づ
く

り
も
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
見
学
ル
ー

ト
の
色
合
い
に
も
注
目
を
。
１
階
は
水
路

を
思
わ
せ
る
青
い
「
潤
い
の
道
」
、
３
階

は
緑
豊
か
な
「
育
み
の
道
」
、
そ
し
て
５
階
、

稲
穂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
黄
金
色
の
「
収
穫

の
道
」
か
ら
は
江
合
川
沿
い
の
田
園
地
帯

と
、
そ
こ
に
点
在
す
る
居
久
根
が
一
望
で

き
る
。
風
景
写
真
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
〝
映
え
〟
ポ
イ
ン
ト
。
ぜ
ひ
体

験
を
」

　

−

武
蔵
野
大
（
東
京
）
の
フ
ィ
ー
ル
ド

タ
デ
ィ
「
世
界
農
業
遺
産
『
大
崎
耕
土
』

エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
の
施
設
見
学
を
２
年
連

続
で
受
け
入
れ
た
。
狙
い
は
。

　

「
ツ
ア
ー
企
画
は
『
み
や
ぎ
大
崎
観
光

公
社
』
で
、
私
自
身
が
公
社
の
副
代
表
理

事
を
務
め
て
い
る
縁
。
と
も
に
世
界
農
業

遺
産
専
門
家
会
議
委
員
の
青
木
辰
司
東
洋

大
名
誉
教
授
、
大
和
田
順
子
同
志
社
大
教

授
の
助
言
に
も
基
づ
く
。
今
秋
も
数
十
人

の
学
生
が
大
崎
広
域
圏
に
滞
在
し
、
居
久

根
と
〝
現
代
版
居
久
根
〟
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
両
方
を
体
感
し
て
も
ら
っ
た
。『
大

崎
耕
土
』
の
魅
力
を
全
国
各
地
へ
、
ゆ
く

ゆ
く
は
世
界
へ
と
発
信
し
て
い
く
夢
の
第

一
歩
。
大
崎
広
域
圏
の
小
学
校
の
校
外
学

習
コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後

ほ
か
の
教
育
機
関
に
も
広
く
活
用
を
呼
び

掛
け
て
い
く
つ
も
り
」

ま
ら
ず
、
循
環
型
社
会
を

学
ぶ
環
境
教
育
の
場
と

し
て
の
役
割
も
持
つ
。
内

外
装
は
世
界
農
業
遺
産

「
大
崎
耕
土
」
の
イ
メ
ー

ジ
で
統
一
。
壁
面
の
白
と

茶
は
「
米
」
「
大
地
」
、
ガ

ラ
ス
張
り
の
カ
ー
テ
ン
ウ

ォ
ー
ル
は
水
田
農
業
を
支

え
る
「
水
」
を
そ
れ
ぞ
れ

表
現
し
、
壁
と
煙
突
に
は

稲
穂
を
描
い
た
。

　

見
学
エ
リ
ア
も
工
夫
満

載
。
「
潤
い
」「
育
み
」「
収

穫
」
の
〝
３
本
の
道
〟
を

た
ど
り
、
動
画
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

に
触
れ
な
が
ら
「
ご
み
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
る
ま

で
」
を
学
べ
る
。
写
真
〝
映

え
〟
が
狙
い
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
も
。
本
年
度
の
見

学
者
数
は
９
月
末
現
在
１

０
０
０
人
を
超
す
（
学
校

　

中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
三
菱
重

工
環
境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
古

川
土
地
の
共
同
出
資
で
立
ち
上
げ
た
特
別

目
的
会
社
「
大
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」

が
大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
か
ら
の

業
務
委
託
で
施
設
維
持
と
運
営
を
担
う
。

早
坂
竜
太
取
締
役
（
＝
古
川
土
地
社
長
）

に
運
営
方
針
を
聞
い
た
。

　

−

特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
設
立
の

目
的
と
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　

「
建
設
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
に

わ
た
り
事
業
全
体
の
責
任
を
負
う
決
意
の

表
れ
。
私
自
身
『
地
域
発
展
へ
の
寄
与
』

を
念
頭
に
、
公
私
両
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
続
け
て
い
る
。
大
崎
広
域
圏
へ
の
思

い
入
れ
は
人
一
倍
強
い
つ
も
り
。
こ
れ
ま

で
培
っ
た
人
脈
と
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
、
業

界
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
生
か
し
、
よ
り
良
い
施

設
の
維
持
運
営
と
雇
用
創
出
、
技
術
ノ
ウ

ハ
ウ
の
地
域
還
元
を
責
任
感
持
っ
て
果
た

し
た
い
」

　

−

ご
み
焼
却
で
発
生
す
る
熱
の
利
用
で

発
電
、
売
電
も
手
掛
け
て
い
る
。

　

「
コ
ン
セ
プ
ト
は
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循

環
と
地
産
地
消
』
。
こ
の
地
域
の
農
家
は

か
つ
て
屋
敷
林
『
居い

久ぐ

根ね

』
が
あ
る
家
で

暮
ら
し
、
風
よ
け
だ
け
で
な
く
木
を
建
材
、

地
上
５
階
で
延
床
面
積
約

９
０
０
０
平
方
㍍
。
処
理

能
力
１
４
０
㌧
／
日
（
70

㌧
／
日
×
２
炉
）
の
ス
ト

ー
カ
式
ご
み
焼
却
施
設

で
、
出
力
２
９
７
０
㌔
㍗

の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

に
よ
り
電
力
を
生
み
出

す
。
す
で
に
本
格
稼
働
済

み
で
、
施
設
内
電
力
を
賄

う
ほ
か
同
組
合
の
隣
接
施

設
に
も
供
給
。
余
剰
分
を

加
美
町
の
地
域
新
電
力
会

社
へ
売
電
し
て
い
る
。
組

合
は
電
気
料
削
減
分
と

売
電
収
入
を
合
わ
せ
、
年

間
約
２
億
６
０
０
０
万
円

の
財
政
負
担
軽
減
を
見
込

む
。循

環
型
社
会
学
ぶ

環
境
教
育
の
場

　

施
設
は
廃
棄
物
処
理

と
発
電
事
業
の
み
に
と
ど

川
土
地
で
つ
く
る
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
（
Ｊ

Ｖ
）
が
担
当
し
、
総
工
費

１
２
７
億
９
９
０
８
万

円
。
ま
た
公
設
民
営
（
Ｄ

Ｂ
Ｏ
）
方
式
の
採
用
で
、

施
設
維
持
と
運
営
は
三

菱
、
古
川
土
地
で
共
同
出

資
す
る
特
別
目
的
会
社

「
大
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン
」
が
20
年
間
担
う
。

業
務
委
託
費
80
億
７
８
４

０
万
円
。

　

一
連
の
整
備
事
業
は

同
組
合
「
地
域
循
環
型
社

会
形
成
推
進
地
域
計
画
」

に
基
づ
く
も
の
。
隣
接
の

旧
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
と
、
旧
西
部
玉
造
（
同

市
岩
出
山
）
、
西
部
加
美

（
加
美
町
）
両
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
の
た

め
中
央
に
機
能
統
合
さ
れ

た
。

　

大
崎
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
型
ご
み
焼
却
施
設
「
大

崎
広
域
中
央
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
（
同
市
古
川
桜

ノ
目
）
が
今
月
、
２
０
１
９

年
度
以
降
３
期
に
及
ぶ
工

期
を
終
え
て
全
体

竣
し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
。
焼
却
熱
利
用
に
よ

る
発
電
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

〝
循
環
〟
と
〝
地
産
地
消
〟

を
実
現
さ
せ
、
ま
た
環
境

教
育
を
通
じ
て
世
界
農
業

遺
産
「
大
崎
耕
土
」
の
Ｐ

Ｒ
に
も
寄
与
。
大
崎
広
域

圏
（
大
崎
市
、
色
麻
町
、

加
美
町
、
涌
谷
町
、
美
里

町
）
で
取
り
組
む
循
環
型

社
会
形
成
の
新
た
な
象
徴

と
し
て
期
待
が
大
き
い
。

高
効
率
発
電
で

財
政
負
担
軽
減

　

工
場
棟
は
地
下
２
階
、

大崎広域中央クリーンセンター全体竣工

エネルギー回収型ごみ焼却施設「大崎広域中央クリーンセンター」

循
環
型
社
会
の
実
現
へ

世
界
農
業
遺
産 

「
大
崎
耕
土
」の
新
拠
点

大崎地域広域行政事務組合

管理者 大崎市長 伊藤　康志
　令和４年４月から一部供用開始

しておりました大崎広域中央クリ

ーンセンター（燃やせるごみの処

理施設）が、外構工事を終え、こ

のたび完成いたしました。

　昭和63年から30年間に渡り、ごみ処理を担ってき

た当施設の老朽化が進んだことから、循環型社会の

実現に向け、より高効率な施設にすべく、環境省所

管の循環型社会形成推進交付金制度を活用して、こ

のたび施設を整備することができました。

　建設に際しましては、大崎市古川桜ノ目地域の皆

様をはじめ、圏域民の皆様並びに関係各位の深いご

理解とご協力を賜りましたことに対し、心から感謝

し、衷心より厚く御礼申し上げます。

　当施設は、大崎圏域のごみ処理に留まらない、令

和の時代にふさわしいエネルギー回収型のごみ焼却

施設であります。ごみ焼却時の熱エネルギーを利用

して発電した電力は、中央クリーンセンターの照明

や機器稼働に使用するほか、隣接する組合施設のリ

サイクルセンター（燃やせないごみの処理施設）及

び桜ノ目衛生センター（し尿処理施設）へも供給し

ております。また、廃熱を冬季の融雪用ロードヒー

ティングに利用しております。さらには、余剰電力

を売電することで、二酸化炭素排出量と施設の維持

管理費の削減を図り、ＳＤＧｓにうたわれる持続可

能なクリーンエネルギーの供給と低炭素社会の実現

に貢献できるとともに、構成市町の財政負担の軽減

にも寄与することができます。

　また、環境教育にもご活用いただけるよう、施設

の外観や内装は、世界農業遺産に認定された「大崎

耕土」をモチーフとし、見学エリアでは、実際の作

業風景や説明映像を見ながら、施設の仕組みやごみ

処理の状況をわかりやすく伝える工夫が施されてお

りますので、是非、ご来館いただきたいと存じます。

　結びに、周辺地域の一員として、環境保全に努め、

圏域の皆様の安全・安心を支える組織として堅実な

事業運営に努めてまいりますことをお約束し、ご挨

拶といたします。

大崎エコクリエイション

取締役 早坂　竜太エネルギーの循環と地産地消

①
「
頭
脳
」
に
当
た
る
中

央
制
御
室
②
蒸
気
で
回
す

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
③
３
期

工
事
で
完
成
し
た
第
２
計

量
棟
と
洗
車
場
④
ご
み
が

集
ま
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

大崎広域圏

１

４

３

２
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焼
却
熱
利
用
に
よ
る
発

電
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
〝
循

環
〟
と
〝
地
産
地
消
〟
を

実
現
さ
せ
る
「
大
崎
広
域

中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
」
。
紙
面
で
は
フ
ロ
ー

図
に
基
づ
き
、
最
先
端
施

設
の
仕
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

①
収
集
車
が
集
め
た
ご

み
が
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

搬
入
後
「
ピ
ッ
ト
」
に
投

入
②
ご
み
は
ピ
ッ
ト
か
ら

ク
レ
ー
ン
で
焼
却
炉
へ
。

燃
焼
装
置
「
ス
ト
ー
カ
」

は
撹か

く

拌は
ん

運
動
を
起
こ
し
着

火
性
、
燃
焼
性
を
高
め
る

独
自
技
術
を
採
用
③
焼
却

熱
で
生
じ
た
蒸
気
で
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
を
回
す
。
こ

の
過
程
で
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
。

発
電
効
率
21
・
５
％
は
国

が
定
め
る
「
循
環
型
社
会

形
成
推
進
交
付
金
」
基
準

数
値
（
16
・
５
％
）
超
④

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
場
内

と
近
隣
の
同
組
合
施
設
で

の
消
費
と
、
売
電
に
回
さ

れ
る
⑤
ろ
過
式
集
じ
ん
器

で
排
ガ
ス
を
無
害
化
し
、

煙
突
か
ら
放
出
。
冬
季
は

排
気
蒸
気
に
よ
る
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
行
う
。

稼
働
状
況
は
「
中
央
制
御

室
」
で
24
時
間
管
理
。
敷

地
内
の
公
害
監
視
用
表
示

板
で
は
、
ガ
ス
濃
度
情
報

な
ど
を
公
開
し
て
い
る
。

焼却熱利用で発電
クリーンセンターの仕組み


